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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、ウェブベースの喘息日記の使用により、未就学の喘息の子どもをも
つ養育者の喘息疾患管理へのアドヒアランスと喘息コントロールが改善されたことである。一方、養育者が認識
する育児ストレス、QOL、家族機能には変化がみられなかった。調査中、養育者は4週間のウェブベースの日記を
記載し、子どもの1週間の喘息症状を可視化した電子メールを研究者より毎週受信した。上記の改善から、未就
学の喘息の子どもとその家族にとって費用対効果の高い介入となる可能性が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The outcome of this study was improved adherence to management of asthma 
care and asthma control by caregivers of children with pre-school asthma using a web-based asthma 
diary. Meanwhile, parenting stress, Quality of Life (QOL), and family functioning were kept 
unchanged. During the survey, the caregiver maintained a four-week, web-based asthma diary and 
received weekly emails visualizing the child's asthma symptoms from the researcher. The results 
suggested the intervention to be a potential cost-effective method for asthma patients and their 
families.

研究分野：小児看護学、家族看護学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的および社会的意義は、ウェブベースの喘息日記の使用により、良好な喘息のコントロールが得ら
れたことである。また、携帯端末などの情報通信機器を活用したことで、養育者の疾患管理がより簡便化された
ため、喘息の子どもの状態管理の負担軽減が可能になると考えられた。一方、医療者側の利点としては、養育者
の疾患管理の様子がインターネット通じて把握しやすくなるため、養育者のもつ管理上の問題に対処することが
可能になるものと考えられた。さらに、本介入は、遠隔診療も可能となることから通院費の負担など経済的効果
や他の慢性疾患をもつ子どもの疾患管理への応用可能性もあり、発展が期待できる。
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１．研究開始当初の背景 

国内の小児喘息による入院患者数は減少傾向であるが、初回入院数は増加しており小児

喘息の有症率は 15％以上と考えられ増加傾向にあった。喘息コントロール不良の子どもは

半数を超えていると報告されており、入院には至らないものの、外来通院で適切な喘息コ

ントロールが得られない子どもは増加している。 

外来での喘息コントロールの重要性は以前にも増しており、発達の著しい子どもを養育

しストレスを抱えながら、喘息疾患管理を長期継続することは大きな負担となる。しかし、

信頼のある医療者から支援を受け、養育者が積極的に治療方針を決定するような外来看護

は提供されていない。そこで、本研究は、携帯端末を用いて喘息疾患管理関する介入を行

い、子どもの喘息コントロール度と重症度、喘息疾患管理の遵守度、養育者の心理状態を

縦断的に調査することとした。また、調査分析結果より、喘息疾患管理のアドヒアランス

の向上を目指した外来看護を明らかにし、包括的の支援モデルを提案することとした。  
 
 
２．研究の目的 

  喘息の幼児をもつ養育者に、4 週間ウェブベースの日記の記載を依頼し、喘息の状態へ

の認知を促し、１週間に一度、養育面での負担を考慮したフィードバックをすることによ

り、養育者が認識する育児ストレス、QOL、家族機能の測定を試み、効果として喘息疾患

管理へのアドヒアランスが向上するかを検討した。 
 
 
３．研究の方法 

喘息の未就学児の養育者は、4 週間ウェブベースの日記を記載し、子どもの喘息の症状

を記した電子メールを毎週受信した。研究者は、介入前後における以下の尺度のスコアを

分析した。尺度は、Japanese Pediatric Asthma Control Program (JPAC)、未就学児の養育者に

よる喘息疾患管理アドヒアランス(AAMP)、家族機能の一般機能 (FAD-GF)、育児ストレス

ショートフォーム（PSI-SF）、小児気管支喘息養育者 QOL (QOLCA-24) を使用した。 

 

 

 

 
 
 
 



４．研究成果 

45 名の参加者が分析対象とされた。喘息コントロールの平均点は、介入後に有意に改善

された（前：12.29±2.65; 後：13.02±2.01; t=-2.15,p=0.037）。喘息疾患管理へのアド

ヒアランスの平均点（52.13±6.25）についても、介入前より有意に改善された

（49.78±7.20; t=-3.07; p=0.004）。ウェブベースの日記の使用により、喘息治療へのア

ドヒアランスと喘息症状に対する認識が改善され、未就学の喘息の子どもとその家族にと

って費用対効果の高い介入となる可能性が示唆された。 
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